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黒いランドセル 

 
 大阪のある小学校で黒いランドセルを背負った女の子が入学しました。しばらくして、同級生にランド

セルが黒いということでからかわれ、いじめられるようになりました。女の子のお母さんが学級担任の先

生に相談しました。その先生は、からかっている子どもに注意や指導をしましたが、いっこうに収まらず、

その女の子は、転校を余儀なくされました。 

 転校した小学校でも、からかいやいじめがありました。お母さんは、学級担任の先生に相談しました。

学級担任の先生は、「なぜ女の子が黒いランドセルを背負って登校するのか」と、理由をお母さんに尋ね

ました。女の子にはお兄さんがいましたが、小学校入学前に病気で亡くなったそうです。黒いランドセル

をとても大事そうにしていて、小学校に入学するのを楽しみにしていたそうです。そのことを知った女の

子は、お兄さんの黒いランドセルを背負って小学校に通うことを決意しました。学級担任の先生が、その

ことをクラスのみんなに話をしてから、女の子をいじめる子どもは誰もいなくなりました。 

 

平成 20年度 人権・同和教育現地研修会  

愛媛県人権教育協議会代表幹事 岡 省吾先生の 

講演会より、演題「実践人権・同和教育―35年を振り返ってー」 

  

 

 少し古い資料ですが、昭和の終わりから平成の最初ごろまで、 

ランドセルは男子が黒、女子が赤しか選べなかったという補足が 

必要かもしれません。現在では、様々な色のランドセルが選べる 

ことから、偏見による差別がいけないことの説明にもつながると 

思います。本校でも、今年度から新しい制服が導入され、ジェン 

ダーフリーやジェンダーレスの考えのもと、自らが選択しています。 

 

 


